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___________________________________________________________________________ 
Abstract: To provide safe and effective pharmacotherapies to patients, prescription inquiry (PI) is an 
important role for pharmacists. However, repeated PIs with same contents are a heavy task both for 
pharmacists and for doctors. For this issue, the introduction of protocol based pharmacotherapy 
management (PBPM) to simplify PIs is recommended. This study was carried out to clarify the current 
problems by analyzing the PIs in the Senoo branch of Hana pharmacy. The expected effect of the 
introduction of PBPM was also simulated. There were 561 PIs and was corresponded to 2.6 % of the 
total prescriptions. As the result of categorization, the most remarkable category was “B: the dosage and 
application of medicines”. While, 90 and 78 % simplify in category B and in total inquiries, respectively, 
were simulated by the introduction of PBPM. Therefore, the introduction of PBPM will be useful for 
pharmacists to reduce the tasks about PI.  
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緒緒言言 

保険薬局薬剤師の業務は，医療の高度先進化に

伴う処方内容の多様化 1)や後発医薬品の使用促

進への対応 2)に加え，超高齢化社会の到来による

在宅医療業務への参画増加 1)，セルフメディケー

ションの推進を目的とした「かかりつけ薬剤師・

薬局」の定着への取り組み 3)，並びに 2021年施
行の地域連携薬局及び専門医療機関連携薬局制

度 4)への対応も求められ，その活動環境は複雑さ

を増している．また，医薬分業の進展により保険
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薬局の処方箋受取率は 74.9 %に達し 5)，処方箋に

対する疑義照会率は約 2 - 3 % に及び，その薬剤

費削減効果は年間約 82 億円と報告されている 6, 

7)． 

疑義照会は薬剤師の重要な業務の一つであり，

患者個々の薬物療法における安全を確保し，有効

な薬物療法を提供するために行われ 8)，そのチェ

ック機能については薬剤師法第 24条に規定され

ている 9)．疑義照会は薬学的判断を必要とする薬

学的疑義照会と処方箋の記載不備等による形式

的疑義照会に分類される 8)．この薬剤師と処方箋

発行者間で行われる疑義照会に関して，医療スタ

ッフの協働・連携によるチーム医療の促進を目的

とし，医師・薬剤師が事前に作成・合意したプロ

トコルに基づき，薬剤師が医師等と協働して薬物

治療を遂行する，プロトコルに基づく薬物治療管

理（protocol based pharmacotherapy management; 

PBPM）が推奨されている 10)． 

本研究は，はな薬局妹尾店における 1年間の疑

義照会状況について収集・解析を行い，見出され

た課題に対する対応策として PBPM の導入につ

いてシミュレーションを行った．  

 

方方法法 

調査対象の処方箋と疑義照会の記録 

はな薬局妹尾店（以下，当薬局）において 2013

年 4月から 2014年 3月までの 1年間に応需した

全処方箋を対象として調査を行った．疑義照会は

「日時，患者の氏名，疑義照会内容，疑義照会を

行った薬剤師名」等を台帳に記録し，保存した．

応需した処方箋内容のデータは，調剤システム

Recepty NEXT（株式会社 EMシステムズ，大阪）

により管理を行った． 

疑義照会内容の分類 

疑義照会事例は上述した台帳より抽出を行い，

既報 6)を参考に内容別に A〜Gの 7種類に分類し

（表 1），集計を行った．なお，本研究は就実大

学・就実短期大学 教育・研究倫理委員会の承認

（受付番号：167）を得て行った． 

 

 

結結果果 

調査期間における処方箋の受付と疑義照会状況 

調査期間中に応需した総応需処方箋数は

21563 枚であり，疑義照会は月平均 46.8 件行わ

れ，年間で全受付処方箋数の 2.6 %に相当する 561

件であった（図 1）．なお，疑義照会により処方内

容が変更となったケースは全疑義照会数の

10.2 %（57件）であった． 

 
疑義照会事例のカテゴリー別分類 

疑義照会内容の分類・集計を行った結果，「B：

用法・用量」が 483件（86.1 %）と最も多く，以

下「E：処方箋の記入漏れ・判読不能」（23 件；

4.1 %），「C：安全性」（15件；2.7 %），「D：コン

プライアンス・QOL」（8件；1.4 %），「A：日数・

回数」（5件；0.9 %），「F：処方意図の確認・適応

外処方」（3件；0.5 %）であった（表 2）． 

 

疑義照会における課題と対応策 

分類 B が高い割合を示した要因について疑義照

会内容の詳細な解析を行った．その結果，アレロ

ックⓇ：68.9 %（333件），ユニコンⓇ：14.9 %（72

件），テオドールⓇ：6.4 %（31件）に関する疑義 
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照会が分類 Bの 9割以上（436件）であった（図

2）．また，その内容は添付文書 11-13)とは異なる用

法の記載であった（表 3）． 

そこで，3剤に関する疑義照会を簡素化する方

策として PBPM の導入についてシミュレーショ

ンを行った．その結果、PBPMの導入により分類

B の 90.3 %，疑義照会全体では 77.7 %の疑義照

会が簡素化可能であると推察された（表 4）． 

 

考考察察 

当薬局の疑義照会状況について平成 25 年度 6) 

（報告書 25）及び平成 27年度全国薬局疑義照会

調査報告書 7)（報告書 27）との比較を行った．報

告書 25及び報告書 27における疑義照会率は 2.92  

 

 

%及び 2.74 %であり，本解析の 2.60 %と同程度で

あった．また，薬学的疑義照会は本解析において

2.38 %（514件；分類 A 〜 D 及び F）であり，

両報告書における 2.26 %，2.14 %とほぼ同程度で

あった．一方，相互作用（安全性）に関する疑義

照会率は報告書 25：0.02 %，報告書 27：0.01 %で

あったが，当薬局では 0.07 %（15 件）と高い割

合を示した．内容を精査した結果，同一患者の定

期的処方（リピディルⓇとクレストールⓇの併用）

に対する疑義照会であったことから，当薬局にお

ける安全性に関する疑義照会は確実に実施され

ており，副作用や相互作用の未然の防止に寄与し

ていると考えられる．その反面，処方変更率は報

告書 25：77.3 %，報告書 27：74. 9 %に対し，当

薬局：10.2 %であった．これは高い割合を示した

アレロックⓇ，ユニコンⓇ，テオドールⓇの用法が，

処方医の指示により疑義照会後も変更されなか

ったことに起因した結果であった． 

反復する同一内容の疑義照会は，薬剤師のみな

らず処方箋発行者にとっても負担要因であると

考えられる．また，保険薬局からの疑義照会に負

担に感じている内容が「ある」との回答は 40.8 %
であり，その具体的内容は「後発医薬品などの種

類が変わらない薬剤への変更」「記載不備などの

形式的な照会」との報告もある 14)．反復する疑義

照会の対応策として PBPM の導入による医師や

薬剤師の負担の軽減，薬物治療の質の向上や安全

性の確保が期待されている 10)．そこで，当薬局に

表 「分類 ：用法・用量」における疑義照会内容の具体例

薬剤名

ユニコンⓇ

アレロックⓇ

テオドールⓇ

添付文書上の用法

日 回：朝・就寝前

日 回：夕食後

日 回：朝・就寝前

疑義照会内容

・ 日 回

・ 日 回：朝・夕

・ 日 回：朝

・ 日 回：就寝前

・ 日 回

・ 日 回：朝・夕

表 の導入による疑義照会簡素化のシミュレーション

全疑義照会

：用法・用量

導入前

件

件

導入後

件

件

減少率簡素化数

件

件

減少率（ ） （簡素化数 導入前の件数）× により求めた．
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おいて反復する 3 剤の疑義照会に対する PBPM

の導入についてシミュレーションを行った結果、

分類 Bの 90.3 %，疑義照会全体では 8割弱の疑

義照会で簡素化が可能になることが示唆された．

従って，PBPMの導入は疑義照会の簡素化による

医師及び薬剤師の負担軽減に繋がるとともに，患

者の待ち時間短縮にも有用であると考えられる．  

本研究では当薬局の疑義照会状況の解析によ

り「反復する同一内容の疑義照会」が課題として

見出されたため，対応策として PBPM の導入に

ついてシミュレーションを行った結果，調剤時間

の短縮，業務の負担軽減につながり，患者・医療

機関双方の満足度の増加に寄与しうることが示

唆された．  
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